
改
革
、
研
究
者
支
援
人
材
と
し
て
の
U
R
A

の
増
強
や
実
力
の
あ
る
研
究
員
の
招
聘
、
国

際
共
同
研
究
の
推
進
、
産
業
界
と
の
大
型
連

携
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
研
究
活
動
の

一
層
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。
特
に
物
理
学
、

基
礎
生
命
科
学
分
野
に
お
い
て
は
そ
の
強
み

を
伸
ば
し
て
世
界
で
量
（
論
文
数
）、
質
（
相

対
被
引
用
度
）
と
も
に
存
在
感
を
示
し
、
日

本
の
研
究
活
動
の
牽
引
大
学
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
全
学
的
に

波
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
岡
山
大
学
全
体

の
研
究
力
を
向
上
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た

い
と
考
え
る
。

︱�

〝
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
：
岡
山
大

学
〟
の
実
現
に
向
け
て
。

　

岡
山
大
学
に
は
磨
け
ば
光
る
〝
宝
石
〟
が

数
多
く
あ
り
、
今
後
の
伸
び
が
大
い
に
期
待

で
き
る
。
幸
い
に
も
岡
山
大
学
はSPring-8

、

X
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
S
A
C
L
A
、

ス
パ
コ
ン
「
京
」
な
ど
国
家
基
幹
技
術
の
施
設

に
近
く
、
そ
の
分
野
の
研
究
も
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。
同
事
業

を
は
じ
め
、
今
年
４
月
に
は
岡
山
大
学
病
院

が
厚
生
労
働
省
の
「
臨
床
研
究
中
核
病
院
整

備
事
業
」
に
、
10
月
に
は
岡
山
大
学
の
ア
ド

バ
ン
ス
ド
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
複
合
構
造
材
料
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
文
部
科
学
省
の
「
革
新

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
（CO

I 
ST

REA
M

）」
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
３
つ
す

べ
て
に
選
定
さ
れ
た
大
学
は
全
国
で
７
大
学

（
厳
密
に
は
８
大
学
）
だ
け
だ
。
と
て
も
誇
ら

し
い
こ
と
で
あ
り
、
研
究
力
強
化
の
〝
三
本
の

柱
〟
が
そ
ろ
っ
た
わ
け
で
、
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
で
は
基
礎
研
究
を
、
臨
床
研
究
中

核
病
院
整
備
事
業
で
は
研
究
に
よ
る
社
会
貢

献
を
、CO

I ST
REA

M

で
は
研
究
に
よ
る
産

学
官
連
携
を
そ
れ
ぞ
れ
強
化
し
て
い
き
た
い
。

文
部
科
学
省
の
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
資
源
植
物
科
学
研

究
所
（
植
物
研
、
倉
敷
市
）、
地
球
物
質
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
（
地
球
研
、
鳥
取
県
三
朝
町
）

な
ど
大
学
附
属
の
研
究
所
、
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
実
績
も
研
究
力
改
革
を
推
進
す
る
う

え
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
基
幹
的
総
合
大

学
に
お
け
る
研
究
の
多
様
性
を
保
ち
な
が
ら

も
強
み
の
研
究
領
域
を
伸
ば
し
つ
つ
、
社
会

に
影
響
力
の
あ
る
成
果
を
生
み
出
し
た
い
。
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部
科
学
省
の

「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」に
採
択
！

⃝ Research University : Okayama Univ.  ●

世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
拠
点
た
る

リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
岡
山
大
学
を
推
進

世
界
で
研
究
の
量
、質
と
も
に

存
在
感
を
示
す
大
学
に

岡
山
大
学
は
今
年
８
月
、
文
部
科
学
省
が
大
学
の
研
究
力
向
上
を
目
指
し
本

年
度
創
設
し
た
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
の
支
援
対
象
機
関
に
採
択
さ

れ
た
。
今
年
度
か
ら
10
年
間
に
わ
た
り
毎
年
２
億
円
の
助
成
を
受
け
、
大
学

全
体
の
研
究
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。
山
本
進
一
・
研
究
担
当
理
事
に
採
択

に
至
っ
た
思
い
や
今
後
の
具
体
的
な
活
動
方
針
・
目
標
に
つ
い
て
聞
い
た
。

︱�

文
部
科
学
省
の
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
。
ど
う
と
ら
え
て
い

る
か
。

　

同
事
業
は
世
界
水
準
の
研
究
力
を
持
つ
大

学
・
機
関
を
強
化
す
る
こ
と
で
国
際
的
な
地
位

が
低
下
し
て
い
る
日
本
の
研
究
競
争
力
の
向

上
を
図
る
狙
い
で
、
支
援
対
象
に
22
の
大
学
・

機
関
（
17
国
立
大
学
、
２
私
立
大
学
、
３
研

究
機
関
）
が
採
択
さ
れ
た
。
岡
山
大
学
が
選

ば
れ
、
研
究
担
当
理
事
と
し
て
は
正
直
ほ
っ

と
し
て
い
る
。
中
四
国
地
方
で
は
岡
山
大
学

と
広
島
大
学
だ
け
で
あ
り
、
よ
り
研
究
に
重

点
を
置
く
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
文
部
科
学

省
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
意
味

で
岡
山
大
学
の
研
究
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
選
考
方
法
は

文
部
科
学
省
が
行
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
競

争
的
資
金
制
度
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
り
、

誰
も
が
自
由
に
応
募
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

科
学
研
究
費
等
の
資
金
獲
得
状
況
、
論
文
の

引
用
度
、
国
際
共
著
論
文
の
数
、
産
学
官
連

携
の
実
績
な
ど
の
あ
ら
か
じ
め
公
表
さ
れ
た

客
観
的
な
10
項
目
の
指
標
に
基
づ
き
各
大
学
・

機
関
が
選
ば
れ
、
申
請
書
類
の
提
出
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
審
査
を
経
て
決
ま
っ
た
。
同
事
業
は
５

年
目
に
見
直
し
（
入
れ
替
え
）
の
あ
る
ス
テ
ー

ジ
ゲ
ー
ト
方
式
の
た
め
、
指
標
値
の
伸
び
に

よ
っ
て
は
支
援
額
が
増
え
る
可
能
性
も
、
逆
に

成
果
が
残
せ
な
け
れ
ば
落
と
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
得
る
。
さ
ら
な
る
研
究
力
強
化
に
よ

り
、
国
際
的
学
術
成
果
の
提
示
が
で
き
る
真

の
意
味
で
の
〝
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
：

岡
山
大
学
〟
の
地
位
確
立
を
目
指
し
た
い
。

　
︱�

採
択
決
定
に
尽
力
し
た
U
R
A（
リ
サ
ー
チ・

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、U

niversity�
R
esearch�A

dm
inistrator

の
略
）

と
は
。

　

大
学
な
ど
に
お
い
て
研
究
者
と
と
も
に
研

究
活
動
の
企
画
や
研
究
成
果
の
活
用
促
進
な

ど
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
研
究

開
発
に
知
見
の
あ
る
人
材
の
こ
と
。
日
本
の

大
学
・
機
関
で
は
、
研
究
開
発
内
容
に
つ
い
て

一
定
の
理
解
を
有
し
つ
つ
研
究
資
金
の
調
達
・

管
理
、
知
財
の
管
理
・
活
用
な
ど
を
行
う
人

材
が
十
分
で
は
な
い
た
め
、
研
究
者
に
研
究

活
動
以
外
の
業
務
で
過
度
の
負
担
が
生
じ
て

い
る
状
況
に
あ
り
、
改
善
す
る
た
め
文
部
科

学
省
は
２
０
１
２
年
に
「
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
U
R
A
）
を
育
成
・
確
保

す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
」
を
始
め
た
。
U
R
A

の
運
用
は
そ
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

岡
山
大
学
は
自
己
資
金
で
U
R
A
を
採
用
し
、

同
年
９
月
、〝
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
：

岡
山
大
学
〟
と
い
う
地
位
を
確
立
す
る
た
め

の
研
究
方
針
の
策
定
や
大
学
改
革
の
推
進
支

援
を
役
割
と
し
、
経
営
的
判
断
に
立
っ
て
行

動
す
る
「
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

（
U
R
A
）」
を
設
置
し
た
。
同
事
業
採
択
に

お
い
て
は
申
請
の
た
め
の
情
報
収
集
や
デ
ー

タ
解
析
、
申
請
書
作
成
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応

な
ど
で
U
R
A
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て

大
き
く
、
U
R
A
が
い
な
け
れ
ば
採
択
さ
れ
な

か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

︱�

具
体
的
な
活
動
方
針
は
。

　

岡
山
大
学
が
世
界
に
お
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
大
学
と
な
る
た
め
に
は
、
現
在
の
岡
山

大
学
が
持
つ
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
だ
。

す
で
に
実
績
が
あ
り
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究

分
野
で
あ
る
物
理
学
と
基
礎
生
命
科
学
を
軸

と
し
、「
極
限
量
子
」「
超
伝
導
・
有
機
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
」「
生
体
光
変
換
シ
ス
テ
ム
」
の

３
つ
の
研
究
拠
点
を
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
強
め

な
が
ら
、
新
設
す
る
研
究
特
区
「
グ
ロ
ー
バ

ル
最
先
端
異
分
野
融
合
研
究
機
構
（
G
研
究

機
構
）」
を
中
心
に
研
究
に
専
念
で
き
る
制
度



研
究
を
行
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
、
20
、
30

年
後
の
世
界
の
変
化
も
考
え
な
が
ら
若
手
研

究
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
た
い
。
岡
山

大
学
は
旧
帝
大
に
比
べ
て
大
学
院
博
士
課
程

に
進
む
学
生
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。
新
産
業

を
起
こ
す
よ
う
な
研
究
シ
ー
ズ
を
育
て
他
大

学
に
な
い
強
み
を
持
つ
こ
と
で
「
岡
山
大
学
で

も
っ
と
研
究
を
続
け
た
い
」
と
思
う
学
生
を
増

や
し
、
そ
の
学
生
が
大
学
を
よ
り
高
め
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
う
。
岡
山
大
学
の
卒

業
生
は
「
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
」
と
の
定
評
も

聞
く
。
U
R
A
を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

世
界
で
認
め
ら
れ
る
岡
山
大
学
を
目
指
し
た

い
。

 ⃝ Research University : Okayama Univ. ●
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シニアリサーチ・アドミニストレーター
担当：国際最新医療・創薬分野

■古矢　修一 氏
武田薬品工業（株）で 31 年間、新薬
研究開発やがん領域戦略の立案などに従
事。元内閣官房知的財産戦略推進事務
局政策参与。薬剤師、薬学博士。

文部科学省の「研究大学強化促進事業」に採択！

自
律
的
な

戦
略
的
研
究
支
援
職
員

●
U
R
A
（
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、University Research 

Adm
inistrator

の
略
）
の
古
矢
修
一
氏
、
沼
口
徹
氏
に
聞
く—

—
—

シニアリサーチ・アドミニストレーター
担当：革新的材料・活用技術分野

■沼口　　徹 氏
東洋エンジニアリング（株）で25年間、
研究、プロセス開発などに携わり、精密
フィルターなどの開発・販売を手掛ける日
本ポール（株）で10年間、バイスプレジ
デントとして技術部門を統括。工学博士。

リサーチ・アドミニストレーター
担当：�国際最新医療・創薬分野、人文・

社会科学分野

■佐藤　法仁 氏
公務・企業で研究、開発投融資などに従
事。博士（歯学）。

リサーチ・アドミニストレーター
担当：�革新的材料・活用技術分野、国際

技術移転分野

■宇根山　絵美 氏
大学及び化学系企業で研究開発などに従
事。Ph.D.

岡
山
大
学
U
R
A

戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
ユ
ニッ
ト

University
Research
Administrator

︱
取
り
組
む
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
。

　

５
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
第
一
に
は

〝
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
：
岡
山
大
学
〟

の
実
現
だ
。
岡
山
大
学
は
「
研
究
大
学
強
化
促

進
事
業
」
の
支
援
対
象
機
関
に
採
択
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

実
現
へ
の
必
要
な
条
件
が
満
た
さ
れ
た
に
す
ぎ

な
い
。
が
ん
の
克
服
、
温
暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
枯
渇
対
策
と
い
っ
た
社
会
が
ま
さ
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
大
き
な

課
題
な
ど
に
向
き
合
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

研
究
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
築
の
支
援
を
行

い
、
他
大
学
や
他
研
究
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
み
、
広
域
連
携
に
よ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
研
究
体
制
の
起
動
、
国
家
レ
ベ
ル
の
大
型

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
を
支
援
す
る
。
そ

し
て
、
U
R
A
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
確

保
・
育
成
し
、
研
究
支
援
が
持
続
可
能
な
組
織

を
つ
く
る
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。

︱�

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
役
割

は
。

　

学
内
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
な
シ
ー
ズ
を
見

つ
け
、
そ
の
研
究
者
の
志
向
と
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
双
方
に
と
っ
て
最
も
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
成
果
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
。
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
文

部
科
学
省
や
日
本
学
術
振
興
会
な
ど
研
究
助

成
を
行
う
機
関
の
こ
と
）
と
深
く
か
か
わ
り
、

新
規
助
成
・
研
究
計
画
な
ど
の
情
報
を
い
ち
早

く
入
手
し
、
あ
る
い
は
逆
に
働
き
か
け
、
研
究

者
と
と
も
に
そ
れ
を
形
に
し
て
競
争
的
資
金

を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
新

た
な
市
場
創
出
へ
の
道
筋
を
考
え
、
大
学
と
し

て
発
信
す
る
学
術
シ
ー
ズ
を
次
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

（
企
業
な
ど
）
に
シ
ー
ム
レ
ス
に
引
き
渡
す
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
。
個
々
の

研
究
者
の
研
究
活
動
を
調
整
し
な
が
ら
研
究

者
同
士
を
繋
げ
、
学
長
を
補
佐
し
つ
つ
経
営
的

判
断
に
立
っ
て
研
究
環
境
の
改
善
や
大
学
改

革
の
起
案
・
遂
行
に
も
携
わ
る
。
岡
山
大
学

U
R
A
は
他
大
学
に
比
べ
、
自
律
的
な
戦
略
的

研
究
支
援
職
員
と
い
う
立
場
で
研
究
力
向
上

や
大
学
運
営
に
直
接
的
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
特
徴
が
あ
る
。

︱
研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
と
の
違
い
は
。

　

同
機
構
は
大
学
全
体
の
研
究
者
の
底
上
げ

に
着
目
し
た
活
動
を
行
う
。
学
術
研
究
の
成

果
で
あ
る
知
的
財
産
を
組
織
的
に
管
理
・
活
用

し
た
り
、
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ
が
社
会
へ
形
と

な
っ
て
届
く
よ
う
産
学
官
連
携
を
推
進
す
る
。

U
R
A
は
同
機
構
で
底
上
げ
さ
れ
る
研
究
の
う

ち
ト
ッ
プ
研
究
者
の
研
究
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ

と
に
着
目
し
た
活
動
を
行
う
。
そ
の
意
味
で
同

機
構
と
U
R
A
は
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
の
も
と

に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
大
学
の
研
究
力
向
上
に

協
働
す
る
。

　
︱�

「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
採
択
決
定
の

決
め
手
は
。

　

岡
山
大
学
は
以
前
か
ら
論
文
書
誌
情
報
に

基
づ
く
研
究
力
の
強
み
や
弱
み
を
客
観
的
に

把
握
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
お
り
、
論
文
書
誌

情
報
分
析
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
。
同
事

業
採
択
後
で
は
あ
る
が
、
全
国
に
先
駆
け
附

属
図
書
館
で
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
文
献
管
理
ソ
フ
ト
な
ど
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
研
究
成
果
へ

の
反
応
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
収
集
し
、
そ
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
定
量
的
に
表
示
す
る
新
し
い
研
究

評
価
指
標
「altm

etrics

」
を
導
入
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
構
築
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
を
利

用
し
て
新
た
な
切
り
口
か
ら
デ
ー
タ
解
析
を

行
っ
た
わ
け
で
、
も
と
の
ツ
ー
ル
が
な
け
れ
ば

ユ
ニ
ー
ク
な
解
析
も
行
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

︱
今
後
の
展
望
は
。

　

戦
略
を
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
助
成
金
の

獲
得
、
新
た
な
研
究
員
の
雇
用
、
論
文
数
の

増
大
な
ど
、
企
業
に
い
た
経
験
を
生
か
し
て
き

ち
ん
と
結
果
を
残
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
あ
る
。
ど
の
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な

岡山大学URA紹介 


